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小さな心がけ大きな力
和歌山・落合　結菜
　「花さき山，まんかいだね。」
　わたしの学校では，一年生の時に花さき山という山がありました。絵でかいた大きな山です。人にやさしい言ばをかけてあげたり，たすけてあげたりした時は，花を一つずつはっていくというものです。三月のしゅうりょう式の時には，まんかいになっていました。

　入学式のころは，みんなはずかしくて，出きなかったこともさいきんでは，自ぜんに声をかけてあげられています。その中でも，わたしは，

　「おはよう。いただきます。」

と，いうようなあいさつもいいと思います。

　わたしは，小さい時からみちで会った人にでもしっかりあいさつをしようと言われていました。かんたんそうに思うけど，友だちに言うのではなく，知らない人にするのには，すごくゆう気がいります。それは，その人がどんな人かもわからないし，もしかしたらわらっていてもすごく，こわい人かもしれないからです。とくにわたしは，男の人がにが手です。工じのおじさんにはとくに声をかけることができませんでした。しかし，わたしの通っている小学校は，学校につくと，しょくいん室と校長室にあいさつをしに行くことになっています。元気にあいさつをすると，先生たちも元気にあいさつを返してくれます。さいきん，あいさつをすると，一日が気分よくすごせることに気がつきました。
　この前，学校に行くのに歩いている時，田んぼにおばあさんがいてました。
　「おはようございます。」
と，声をかけてみました。そうするとそのおばあさんが田んぼから出てきてくれてお話をしてくれました。

　「むかしはこどもが多くて，あさも夕がたもみんな元気よくあいさつをしてくれたのやで。ひさしぶりにげんきなあいさつを聞いてうれしい気もちになったよ。」と言ってくれました。わたしのあいさつで，えがおになってくれたので，わたしもえがおになりました。

　さいきんテレビで，学校で友だちにいじめられてしんでしまったとかよく聞きます。なんでそんなことをするんだろう。と思います。みんなそれぞれ，ちゃんとりゆうがあって生まれてきています。いじめられた子にもいじめた子にもお父さんとお母さんがいて，そんなことがあったと知ると，きずつくと思うし，かなしくなると思います。いじめても何もたのしくないし，自分がいやになると思います。わたしは，いじめられた子よりもいじめる子しか，よわい人間だと思います。いじめられる子には，なりたくないし，いじめる子にもぜったいにならないでおこうと思いました。だれかが，いじめたり，友だちをきずつけるようなことをしていたら，強い心でちゅういをしたり，むりだと思ったら，たすけてくれる強い大人に言おうと思います。
　みんな子どもは，たからもの。というメッセージを見たことがあります。すんでいる場しょや男の子か女の子は，かんけいなく，みんな同じように学び，えがおでいてほしいと思います。わたしの学校の花さき山がまんかいなように，みんなの心の中にも花さき山がまんかいになってほしいと，みんなえがおでたのしく学校に通えたら社会が明るくなると思います。まずは，はじめられる，みぢかな，あいさつうんどうからはじめたいです。
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